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内 容 梗 概

公衆通信網において長距離市外通話を加入者ダイヤルにより自動即時化するためには,伝送装置,交換装置

の整備とともに課金装置の実用化がぜひとも必要である｡

先般日本電信電話公社のご指導により,課金方式の一形式であるSATT方式について試作をしたのでその

概要を報告する｡

本装置ほ通話に関する諸情報を蓄積し記録するチケッテソグトランク,レコーダなどを答電話局ごとに設置

せずタンデム局に集中し,一般の電話局では単に発信番号の検出を行いタンデム局へ転送する方式を採用した

ため,装置が著しく総済化されている点に特長があり,このために従来から行われている近郊[1動即時通話

(ZZZ通話)も同一尚間中継掛こよって併設できるように考慮されている｡

1.緒 日

長近の電話加入者数の増加およびわがい樅済の発附こ作い,占出

離市外適評も急瀕に増加し,交換下級いの手動即昏サービスが行き

づまろうとしている｡これを救うものとして,現7【三検討を進められ

ているのれ 加入者の直接ダイヤルによる‡-1動1抑‡化である｡t'l動

化むこより手動fTの増加をおさえ,建設敷地,年経費の節約による総

折化のほか,加入者に対するサービスの1ム=二をはかることができるr+

このためには伝送機器,市外交換機の整臓とともに,讃企装E左の尖

用化がぜひとも必安である｡

現仙フが｢郎こおいて近朴fi外通占和まイけ城帖問登昇装;#(以後ZZZ

装避と略す)により加入瀦ダイヤルの日動1抑時化か行われている｡

こjlほ追訴の対地と濾抑寺間に止こじて,加人老度数計を復数州積算

し,一括して料金を徴当ミする力式である〔Jしかし,このノブ式(･rま通茄

料企の明糾讃が残らないので,-▲凪講あたりの料金か高額である良

上仙郷l市外通荊にほイこ適当である′ノ視力三の手動舟口外適評と㈹l二よう

に,発信番り▲,着信番り･,追訴時数,過言糾一掴jを日動的に一言d蝕する

方式として,現作わが‥∃で研究されているソナ式i･こほSATllノブ式

(Strowger AutomaticTollTicketingストロージャー_▲l動交換証作

成装置)とCAMA方式(Centralized Automatic Message Ac-

counting集中式自動通話記鈷装置)がある(1)｡.

両者の相違ほSATT方式でほ脊通話ごとの記鋲をまとめて紙テ

ープく･こさん孔するのに対し,CAMA二方式ほ答通話の記録をダイヤ

ル時,応答時,通話終了時に分けて記蝕し,あとで共通の集計装置

で脊通話ごとにまとめるのである｡SATT力式ほCAMA方式に比

較して,中継線装帯ほ大きくなるが,躾計装‾掛ま筒叩一なものですむ〔ニー･

CAMA方式ほ迎むこ中継線払わ勤ま′J､さいが籠計装言古ミが複軌こなるし-

したがって中継綬数が多い場合はCAMA‾加(がイデ利であり,小縦

線数が少ない場介はSATT方式がイ+一利であるといえる√

先般,日本電信電題公杜はSATTカ式謝金装‾i2'たの甜′ドおよび内

用.試験を計画され.技師長窒のごj新年のもとにi‾は聾川ミ所を含むA

形3杜がこれに必要な各装置の設計製作を州当した､､

装置の試作は昭和33年7月に完成し.綿稗な動作試験ののち,商

用試験が行われたが結束ほ良好であり,所期の朋勺を達成すること

ができた｡↑いラl試作したSATT矧環(調32り･SATT式課金装㌍

と呼称する)はチケ､ソテングトランクをタンデ山‖)に肘†-L･また

㌔ R立鮒′｢価戸均u二場

発信蘇り▲の検出を通話終了後行い,チケッテングトランクの経済化

を考えたほか,再試行機能を完備し装置の安定化を計っている｡ま

た,既設のZZZ装置との関越を十分考慮して,従来の設備をほとん

ど変更することなく併用できるように設計されたし

2.調32号SÅTT方式の概要

2.1中 継 方 式

わかい三lのナンバリングプランでほ最初のダイヤル"り”,"0()”を

おのおの近郷riけト通訊 真如離‾心外通話の識別符シ∫としているた

め(2),今1･りのSATT力式のように,ZZZ装置,SATT装置をタン

デムノ如こ袋申して設挺するノノ式でほ,分†‖)とタンデムト)のふj)間小継

線をZZZ呼とSATT呼の内山が通ることになる｡

弟l図ほ召i京発信を似起した本力式のL-l‾-継力式1針亡あるし次にこ

れにプ£し､て動作の概要を説明するし

2.2 動 作 概 要

2.2.1近郊市タト過言舌

(1)分†.‾,J発信(その1,ムーJ間中縦線か3株式)

分f芯の加入者がて受話器を上げ"0”をダイヤルすると,川トラ

ンク,Jl澗中継線を総てタンデム†丁,iの`心外一次入セレクタを砧挺

する｡ここで``2､9”がダイヤルされるとZZZ レビータを総出

して近郊の電話bト接続が延びる｡続いてのダイヤルにより被呼

加入者が応答し.はこ答確認時間が過ぎると ZZZレビータほ交換

機のRT繰(制御線)に,対地に応じた数だけ度数登算/くルスを

送汁ける｡このパルスほ局間中継線を経て汁けランク(A)に送ら

れ,才一書いランク(A)はこれを中継して分局のRT線に再送Jllす

るし､.加入者櫨数計はこの度数登算パルスに応じてその数だけ1呵転

する､丁 3分間締過して第2通訊こはいると.前と卜勺様に度数登算

′ミルスが
ZZZ レビータより発せられ,蛙数計を川転せしめる〔

(2)分J,.)発信(その2､J‖)間中那線が2縦式)

‾】iT傾とr■d様に川トランク,ZZZレビータ組11の接続ルートがで

きる､､別,1とタンデムf‖ユのJ‖澗中綿線が2線式のため,ZZZレビ

ータが登算パルスを送‖卜㌻ると,■Ifi外一次入セレクタで中経し通

話鮎へ度数登算パルスを送Fllする｡frlトランク(B)はこのパルス

を受信すると,い/つたん小離して分局のRT栴へ再送出する｡こ

の‾〟式はA形ZZZ矧Rの躾中で実用化された奪算/くルスの局間

小那方式と同じである(31

r49叫
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機 種

加入者電話機

加入者度数計

ラインスイッチ

出トラソク

市内一次セレクタ

市外一次人セレクタ

‾市外一次セレクタ

‾l】i外二次セレクタ

ホi外二次セレクタ

ZZZレビータ

ZZZレンスタ

ZZZトランスレータ

注2

1-Aセレクタ

注2

1-Aセレクタ

2-Dセレクタ

1-Aセレクタ

ZA-1またはZA-2レビータ

ZA-1またはZA-2レンスタ

ZA-1またはZA-2トランスレータ

∫〃

市 外 局

市外交換磯
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(諦

世のタン識局か5
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≡≡⊥制フ′′甲府へ
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ノβ〃カード

料 金 局

見り
記

川OS告㌫PFTMRE｡TR附CP

機 瞳 品 名

アイデソティファイヤ

発信セソダ

発信セソダコネクタ

チケッテソグトラソク

レコーダコネクク

レコーダ

パ】フォレ一夕

タイマ

テープリーダ

テープ送信器

テープ受信器

カードパソナ

調32号Sアイデソティファイヤ

調32号S発信セソダ

調32号S発信セノダコネクク

調32号Sチケッチイソグトラソグ

調32弓･Sレコーダコネクタ

調32号Sレコーダ

調32号Sパーフォレータ

調32号Sタイマ

調32号Sリーダ

調32号S送信器

調32号S受信器

調32号Sカードパ/チ

注:1.東虎発信の場合の一例を示す､

2･出トラソク,市外一次入セレクタほ局間中縦線か2鯨か3繰かにより下記を用いる｡

冨器害悪芸≡;≡霊書芸芸臣

汁1ト ラ ン ク

調32号S臼いランクrA)

調32弓▼S出トラソク(B)

第1図 調32号 SATT 式諜

(3)タンデム局発信

タンデム何の加入者か発信した場伽ま,加入者回線はラインス

イッチ,市内一次セレクタ,市外一次セレクタを経てZZZレビー

タに接続される｡ZZZレビータから送出される登算パルスで直接

加入者度数計を動作させる｡

2.2.2 長距離市外通話

(1)分 局 発 信

加入者が"00”をダイヤルすると,市外【･次入セレクタほ0レ

ベルに上昇しチケッチソグトランクを経て市外交換機にほいる｡

ここではセレクタを用いたステップ･バイ･ステップ交換機を例

示してあるが,クロスバ市外交換機に接続される場合もある｡

以後相手局番号,加入者番号ほ市外交換機に送られ所望の加入

者への接続が完成する｡この間チケッテンダトランクほダイヤル

される数字を計数し蓄積する｡被呼加入者が応答するとその表示

を受けてチケッテソグトランクほ通箭時数の計数を開輸する｡

通話が終了し発信加入者が′受訴器をおろすとチケッテングトラ

ンクは通話時分の計数を仲止し,■ポ外交挨機を開放するとともに

レコーダコネクタを経てレコーダを捕捉する｡レコーダほチケッ

テンダトランク,■rri外一次入セレクタ,后)間中継線を経て汁=､ラ

ンクへ発信セソダ起動の信号を送る｡出トランクはこの信号を受

けると発信セソダコネクタを起動し発信センダを捕捉する｡

発信セソダほただちにアイデソティファイヤを起動する｡アイ

デソティファイヤは10kcの交流信シ;せ交換機のRT繰に送糾し

て発信加入者番号を検flける｡発信センダはアイデンティファイ

金 装 置

r†i外一一次人セレクタ

1-A･ヒレクタ

調32号Sセレクタ

中 継 方 式 凶

ヤより番埠を受信するとアイデソティファイヤを開放するととも

に,その番号を多周波符号で出トランク,局間中継線,市外一次

入セレクタ,チケソテソグトランクを経由してレコーダへ送り込

む｡レコーダは発信センダより番号を受信し終ると,復旧信号を

発信センダへ送り,出トランク,発信セソダ,市外一次入セレク

タを開放する｡

レコーダほ発信セソダより発信番号,チケッテンダトランクよ

り着信番号,通話時数,昼夜間の表示,タイマーより時刻情報を

受け,/く-フォレータ(テープさん孔機)を制御して6単位さん

孔テープにさん孔印字せしめる｡全記録のさん孔が終了するとチ

ケッテングトランクに復旧信号を送って復旧せしめ,ついでレコ

ーダも復旧する｡

(2)タンデム局発信

タンデム局の加入者発信の場合は"00”ダイヤルで出トランク

を経由することなく直接チケッテンダトランクに接続される｡通

話終了後チケッテンダトランクほタンデム局発信の呼である表示

をレコーダヘ送る｡この信号をうけるとレコーダはタンデム局の

アイデンティファイヤを起動する｡アイデソティファイヤの検出

番号ほ直接レコーダへ送り込まれる｡そのほかの動作は分局発信

のj身分と同様である｡タンデム局の場合発信セソダの機能をレコ

ーダが兼ねている｡

2･3 SATT記鐸テープとその後の会計処理

通話の記録ほレコーダがパーフォレータを制御し,6単位符号に

より行うが,さん孔と同時に仁り字を行い,苦情処理,障害探索など

-50一
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第1表 6 単位符号 の 構成

帯
抑
ST:Start

RL:Release

XP:ⅩPancb

TRB:Trouble

TST:Test

CN:Cancel

のために,容易にテープを読み耽れるようになっている｡符号の構

成を弟】表に示す｡テープの記録は弟2図のように21けたにわた

りスタート符号,発信番号,着信番号,通話時数,適評時刻,掻夜

間の表示,終了符弓･の順にさん孔する｡さん孔と14.5けたずれた位

置にさん孔に対応した符号が印字される｡

着信番号は将来8数字に統一されることになっているが,今い如ま

6,7数字混合で設計された｡しかし,将来8数字に統一されてもさ

しつかえないよう考慮されている｡着

信番号が6数字の場合ほ,局番号の10

位は"0”をさん孔する｡J連夜間の表

示は料金の種別を決めるもので,午後

8時より午前7時までは夜間で`Ⅹ”を

さん孔し,昼は"0”をさん孔する｡

これは被呼加入者の応答した時刻をも

って判別する｡

パーフォレータにより作られる通話

表示テープは,テープリーダにかけて

読み攻られ,テープ送信器より多周波

符号で料金局のテープ受信器に送られ

る｡ここで直流符号に変換され,カー

ドパンチで各通話ごとに弟3図のよう

なIBMカードが作られる｡カードは

A,Bに区分され2回に使用できるよ

う経済化をはかっている｡

邦

1091

2.4 発信番号の検出方法

発信番けの枚川にはいろいろな力法があるが(4),今何のSATT装

一掛こ用いられたのはリングトランス(環状磁心変圧器)を用いたカ

式であり,その原玉里図を第1図に示す｡

通話終了後,よ11トランクが発信センダ,ついで発信セソダがアイ

デソティファイヤを捕捉すると,10kcの交流信号が交換機のRT

線に送附される｡これが加入者回路までさかのぼり度数計と並列に

入ったアイデソティファイヤのコンデンサを通り,番一別剛こ並んだ

リソグトランスを加入者の番号に従っていくつか通り,地気へ流れ

る｡この経路で交流信号の流れたリングトランスの二次側に電圧が

誘起され,それを検出器で増幅整流して継電器を動作させる｡アイ

デソティファイヤは検附する番号のけたに応じたリングトランス,

検=器と全加入者と同数のコンデンサを必要とする｡

3.各種機器の機能

本章では日立製作所が納入した各種機器の概略について述べる｡

3.1調32号S出トランク

耶
gl〟l//l/21ロl/41∬l侶l/71/∂l伯12β12J

局 加
入

羞

笹

口巧

〃lrl〃lT〃l〝lrt L/t〃lrl〃lml〝

発 信 舅 l 義 信

第2図 通 話 表 示 テ

皿要l三
プ の 内 容
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第4図 発 信 番 号

窮5同 調32号 S 仁一_lトラ ンク(A)

氾トランクほ分后)の一次セレクタの0レベルのJli中継縦装琵とし

て用いられ,ZZZ装掛こ接続された場介は,ZZZレビータより送ら

れる信利こより目尻の加入者咤数計を動作せしめ,また SATT装

置に接絞された場介ほ,チケソテソグトランクがレコーダを訓i祝し

た際送られる信一F‡を受けて,発信セソダコネクタ総出で発信センダ

を捕捉し,発信センダよりレコーダヘ発信番号を送る綿路を作る｡

したがらて山トランクはZZZ装置とSATT装置のいずれに接続さ

れたか判別する必要がある｡日立製作所ほ後位のZZZレビータま

たはチケッテングトラソクから送られる信･枠の組合わせで識別する

カ式を採用した｡

山トランクは分局とタンデム局が近くである場合は,局間中継線

を3線式とし中継線装置を簡単にしたほうが経済的であり,また遠

い場合は局間中継線を2線式とし,山トランクでイン′くルス中継,

発信側への通話電流の供給を行ったほうが有利である｡

出 方 式

グ
/

7‾

ム

局
′＼

/
乍Eけん

第6同 調32号S山トランク(B)

調32巧･SJlけランク(A)ほJ..川即卜郎継が3緑式の場介使用され

る才一=､ランクであり,人セレクタほ1-Aセレクタが使用される｡構

泣はスイッチベースに2卜り路実装したものであり,外観を弟5図に

)jミす｡

調32一巧▲引Ilトランク(B)は口間中継線が2繰式の場介使用され

る川トランクであり,入セレクタは次に述べる調32号Sセレク.タが

使用される｡外観を弟d図に示す｡

3.2 調32号Sセレクタ

本セレクタは調32号S出トランク(B)の入セレクタであわ,ダ

イヤルされた数字が"0”以外である時は,直接またほさらにヤレク

タを総てZA-1レビータ(帯域識別を行う場合のZZZレビータ)ま

たほZA-2レビータ(帯域識別を行わない場合のZZレビータ)に接

続される｡後位のZZZレビータより,度数登算パルスがRT線に

送られてくると,これを中継して通話線に再送出する｡ダイヤルさ
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第7図 調32圭子Sセレクタ

れた数字が"0”の場合ほ,0レベルに上昇してチケッテングトラン

クに接続され,セレクタのノーマルポスト接点が動作し,通話線ほ

直通でチケッテングトランクに延びる｡以後本セレクタはチケッテ

ングトランクよりRT線に送附される地主(で保持され,発信セソダ

からレコーダへの発信番号の転送が終了すると開放される(,本セレ

クタの外観を弟7図に示す｡

3.3 調32号Sチケッテングトランク

チケッテングトランクほ市外交換機の入中継線ごとに設けられる

もので,加入者が"00”をダイヤルすると,分局の場合ほ出トラン

クを絶て,タンデム局の似合ほ加入者電話機が,直接本装置に接続

される｡この場合,分斤i)呼とタンデム人甘乎ほ入ルートが分けてあり,

いずれからの着信かを判別する｡以後発信加入者の行うダイヤルイ

ンパルスは,後位の市外交換機へ■一郎蛙して送るとともに,チケッテ

ングトランクに内戚した計数回路により,計数し蓄積する｡

柳平側より応答信り･がくると,時間の計数を開始する｡また分局

呼の場介は,チケッチソグトラソクに着信した信号をこの時通話線

を統てJ-1けランクヘ送J†lする｡分f六)の川トランク(B)はこれにより

SATT呼である判別を行う(〕続いてチケッテングトランクは前仰い

縦線がループか什繰保持力､を識別して,分J.1)の山トランクが3縦式

装i百三か2線式装置かを判別する｡またタイマーからの伝馴こより,

応答した時刻が蛙か夜かを識別する｡

応芥後6～12秒の間は州手確認時間として,この間に受訴甜をお

ろせば無料となる｡応答催認時間が過ぎると発信側を保付し,加入

者が受訴器をおろしても,通前の記鎚が肺むまでは開放Lノないし)通

話開始後3分間経過すると第2通掛こはいるが,第l通満の終‾r12

秒前から2秒間一子幸枝古を送川する｡

発信側が′受話器をおろすと,レコーダコネクタを起動しレコーダ

第2蓑 レ コ ー ダ の 設 備 数

チケ ッ チ ソ グト ラ ソク

100回線

200回線

400回線

600回線

800回線

1,000回線

1,200回線

パ
ー
個
個
個
個
個
個
個

訣 金

蓼
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第8図 調32号Sチケッテングト ラ ンク

を捕捉する｡レコーダへ着信番号,通話時数,昼夜間の表示を送り,

通訴表示テープに記録せしめる｡また着信側が受話舘をおろしたの

に発信側がおろさない場合は,その通話時の終了時に強制切断しレ

コーダを起動する｡この時発信側へは話中音を送る｡両方の加入者

が受話器をおろさない場合も29通話が終了した時は強制切断する｡

チケッテングトランクの外観を弟8図に示す｡

3.4 調32号Sレコーダ

レコーダは通話終了後,チケッテングトラソク,発信セソダ,タ

イマーなどより情報を一受け,パーフォレータを制御して通話表示テ

ープを作成する装置であり,チケッテングトラソクに比べてレコー

ダの設置数ほ少ない｡弟2表に設置数の大略の値を,弟9図にレコ

ーダの外観を示す｡

チケッテングトランクより,レコーダコネクタを経て捕捉される

と,チケッテンダトランクに蓄硫された着信番号,通話数,尽夜間

の表示,荊位機器の種別の情報を受ける｡またタイマより迩話終了

の時刻を受信する｡

分局発信の呼の場合ほ,山トラソクへ発信センダ起動の㌫一弓･を送

り,発信セソダより発信番号を多周波符号で順次受信鳥銃する√〕

タンデムJ;.1発信の呼の場合は,レコーダが柾接アイデンティファ

イヤを捕捉し,発信番･弓･を直流符号で受信する｡チケッテングトラ

ンク,タイマーの肺報を,さん孔に先だって布けたごとに順次チェッ

クする｡これは情報の誤りを発見した場介,チケッテングトランク

の讃静防報むこ誤りがあるのか,またレコーダのrlう1路動作に誤りがあ

るのか)【乍り別するため,チケッチソグトランクをほかのレコーダへ接

続しi自二して再.試行を行うためである｡再試行の場介発信番シi･を再検

fl‖ノなければならないので,チェックが終了するまで,発信州繰を

保何する｡このチェックほきわめて高速度に行われ 300ms樺度で

終了する｡

情報チェックが終了すると,このチェックに用いたけた切換え桝

路を再度動作させ,パーフォレータへ情報を送り込みさん孔印字を

行わせる｡全情報のさん孔が終了するとチケッテングトランクへ復

I口伝号を送り,続いて本装置も復旧する｡

3.5 調32号Sレコーダ多周波受信器

発信セソダよりレコーダへの情報転送は多周波信号により送ら

れ,多周波受信器により直流符号に変換され,レコーダの信号受信
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受 信 暴

ヒューズ藍
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第9図 調32号 S レ コ ー ダ

リレーを動作させる｡

多周波信号方式はパルス式の情報転送に比較して高速度の特長を

もつが,日立製作所は今回のSATT装置の試作に当り,トラソジス

タ化した多周波受信器を製作納入した｡

これは従来の真空管を用いた多周波受信器に比較して,占有スペ

ースおよび消費電力が節約され長寿命であること,および48Vの電

源で動作するので高圧電源が不用である利点がある｡

3.る 調32号S発信センダ

発信セソダはアイデソティファイヤより発信番号を受信蓄積し,

多周波符号によりレコーダヘ転送するものである｡外観を弟10図

に示す｡

通話終了後出トランクより捕捉されると,アイデソティファイヤ

を起動する｡アイデソティファイヤとの接続を完了すれば,検出用

の交流信号を送Hし,アイデソティファイヤにおいて検出した発信

番号を受信蓄積する｡発信番号の検FIほ;終了したら発信加入者を開

放する｡ただし,発信加入者がその時受話器をあげている場合ほ開

放せず,出トランクより話ql音を送り続ける｡

アイデソティファイヤより受信した局符号ほ,局番弓付こ展開する｡

局番号および加入者番号は順次多周波符号によりレコーダへ送出す

る｡この送刑ほレコーダの制御により,1数字ずつレコーダで正し

く受信されたことを確認しながら送出する｡このため送汁i速度が早

くできる｡全数字送LH終了後,レコーダよりの復旧信号で復旧する｡

アイデソティファイヤにおける検札 およびレコーダへの転送に

おいて事故があれば,再試行を行う｡番号検上11の障害の場合ほ,ほ

かの発信セソダを用いて再試行を行う〔､

3.7 レコーダコネクタ,発信センダコネクタ

チケッテソグトラソクまたほ山トランクを,レコーダまたほ発信

セソダに接続するもので,今回製作したものほ入線5,Hi線1であ

る｡通常のコネクタの機能のほか,レコーダ,発信セソダより再試

行信号がきた場合,その呼をほかの装置に接続し直して再試行する

機能をもつ｡

4.調32号SATT方式の特長

料金記録装置の設計に当って考慮しなければならない問題は,ま

発 信
セ ン ダ

第10図 調32号 S 発信 セ ソ ダ

ず第一に装置が安定に動作することである｡料金装置は加入者に対

する電話料金の請求の基礎となるものであるから,誤った記録を作

らないように特に考慮しなければならない｡次に装置全体が経済的

であることが必要である｡料金装置ほ既設の電話交換機に付加され

る場合が多いので,装置が小形かつ経済的に構成されることが望ま

しい｡すでに実用されている近郊市外通話用のZZZ装置との関連

性も十分考慮しなければならない問題であって,最終的な形態にお

ける経済性とともに,過渡的な道程についても,十分検討しなけれ

ばならない｡次に木方式の特長と考えられる事項について説明す

る｡

4･1チケッテングトランクのタンデム局集中

従来,SATT方式は単局地を対象として考えられてきたのである

が,今回のSATT方式ほ復局地を対象とし,チケッテングトラソク

をタンデム局に集中した｡このためチケッテングトランクを大群化

でき,レコーダもタンデム局に集中されるので,全体の数が少なく

なり,非常に高能率な方式となった｡

タンデム局の呼の場合,レコーダは直接アイデソティファイヤを

捕捉し,タンデム局には発信セソダをおかない方式を採用し経済化

をほかった｡

ん2 発信番号の通話後検出

一般の料金記録装置は発信番号の検出を,着信番号のダイヤル終

了後通話開始前に行うのが普通であるが,今回試作したSATT方式

でほ通話終了後,情報の記録をさん孔する際に検J11する方式をとっ

ている｡

木方式の利点は,チケッテングトランクに発信番弓･を蓄積する必

要がないので,チケッテングトランクが経済化されること,発信セ

ソダやアイデンティファイヤに不完了呼の負荷がかからないので,

それらの設備数を少なくしうることなどである｡さらに通話前検出

では,後位のダイヤルけた数が1く繋の場合,検Jtl時期を判別するの

が困難で,椰当の設備を必要とするか,もしくはサービスの低下を

もたらすが,通話後の検け‡であれば,この間題は解決する｡

欠点としては,通話後番号換言l†終了まで,発信回線を保田するの

で,この間加入者は発信できないことがあげられる｡しかし,この

際長時間待合わせる催率ほ非常に少ないので,実際に加入者に迷惑

を与えることほほとんどない｡

ん3 チケッテングトランクの経済化

チケッテングトランクは中継線ごとに設けられるので数が多く経

済的な比率が大きい｡したがって回路方式の検討および機器の改良

により,装置の小形,経済化を計った｡

着信番号の蓄積素子はチケッテングトランクの中で数も多く蚕要

な部分を占めるので,各種の記憶素子について検討を行ったが,チ

-54-



調 32 号 SATT 式 謙

ケッテソグトランク程度の記憶容量でほリードリレー,マグデソ

サ(5)が適しており,なお再試行のため読取りを振返す場合を考慮す

ると,リードリレーがすぐれているとの結論を得た｡従来,20ut

of5の符号蓄積用として2メーク接点のリレー5個を一つのケース

に収容したRDA-1リードリレーが使用されていたのであるが,今

回新しく1メーク接点のリレー5個を一つのケースに収容したRDC

-1リー.ドリレーを開発し装置の小形化,経済化を計った｡

また1個のロータリスイッチを,応答前は着信番号蓄積回路の切

り換え,応答後は通話時分の計数と二つの目的に使用し,またダイ

ヤルイソパルス計数回路も応答後は通話数の計数に利用するという

ように,極力機据の数を減少させ経済化が計られている｡

4.1共通装置の経済化

発信セソダ,レコーダのような共通装置は,保留時間をできるだ

け短くし,装置の設備数を少なくすることが望ましい｡このため発

信セソダとレコーダ間の発信番号の転送は,多周波信号を用いて高

速化をはかり,さらに発信セソダよりの多周波送出をレコーダより

の直流信号で制御する確認方式として,伝送速度を早め発信セソダ

の保留時間を短くした｡

SATTテープのさん孔に当っても,レコーダほ発信セソダからの

番号受信が終るのを待たずにさん孔を開始し,番号受信と並行して

さん孔を行う｡また/く-フォレ一夕でセレクトマグネットに正しく

情報がセットされたことを確認すると,ただちに次にさん孔する情

報をチェックして準備するなど,むだな時間がないように考慮して

レコーダの保留時間を短縮した｡

チケッテソグトラソクで蓄積している着信番号,通話数,昼夜間

の表示の情報は,レコーダへいったん移すことなく,チケソテソグ

トランクを保留したまま1けたごとに順次読取りながらさん孔する

方式をとり,レコーダの信号受信継電器を節約した｡このためチケ

ッテンダトランクの保留が3秒くらい長くなるが,チケッテングト

ランクの平均保留時間に比べるとほるかに藍互いので問題とならな

い｡

4.5 動作の確認と再試行

装置の安定性を増し,情報の正確な記銀を才fわせるため,各種の

情報ほ20ut Of5あるいほ20ut Of6の形式で構成され,動作

の各段階でチェックされる｡また発信セソダとレコーダ間の情報の

転送にあたってほけた数のチェックを行い,途中の脱落を監視する｡

符号のチェックのほか,タイミソグ回路による警報凹路をもち,

動作の進行が正常に行われない場合ほ警報を出す｡

符号のチェック,またはタイミソグ回路で障告を発見した場合は

再試行を行う｡再試行は必ず装置を取り換えて行い.一つの装置の

不良では呼が保留されないようにする｡たとえば発信セソダが番号

検出の誤りを発見した場合ほ,いったん発信セソダコネクタへ再試

行信号を送り,今度ほほかの発信セソダを摘捉し直して番号検‖を

やり直す｡このようにできるだけ別のルートで再試行を行うことi･こ

より,再試行の独立性をますことができる､､

今回のSATT装置はチェック,再試行機能を完僻しているほか,

共通装置およびチケッテンダトランクは全面的にクロスノミ部品を採

用しているため,きわめて動作が安定である｡主体として用いるワ

イヤスプリングリレーおよびリードリレーはほこりiこよる按ノよ降雪

ほほとんど防ぐことができ,三三長命も長いことほクロスバ交換機で知

らjtている｡チケッテングートランクに使用する8レベルのロータリ

スイッチは長寿命形を使用し高ひん度の動作に対処している｡この

ように高信榎性の部品を使用することは.再試行の機能とあいまっ

て,本装置の安定な動作を保証している｡

4.る ZZZ集中椴器との関連性

A形ZZZ装置は,最初ほ各端局に設置さjt度数登算パルスの局間

装 置 1095

第3表 ZZZ 集 中 機 器 と の 比 較

ZZZ集中機器

A-1 メ ー タ

′くルスレビータ

A-3 メ ー タ

パルスレビータ

2-H セレクタ

SATT機能を
付加した対応品

調32号 S山トラ

ンク(A)

調32号 S出トラ

ンク(B)

詞32号Sセレクタ

用 途 】実 装 形 式

分局出中継繰装置
(3船式)

分局出中継線装置
(2線式)

レビー夕べ-ス

2回路実装

レビータベース

1回路実装

タンデム局入セ
クタ コソネクタベース

伝送ほ考えられなかったが,その後メータパルスレビータによる度

数登算パルスの局間中継が可能となりZZZ装置のタンデム局集中

が行われるようになった(3)｡

今回のSATT装置の試作に当って,現在のZZZ装占勤まそのまま

存続せしめSATT装置ほこれに併設せしめることにした｡これほ

過渡期の機器の切り換えに混乱を生じないですむこと,また料金の

明細を要しない近郊市外呼はZZZ装置で処現することが,会計装置

の負荷を軽くできて,ZZZ装置とSATT装置を共存せしめること

が経済的であるとの考えに基づくものである｡

SATT装置の出トランク,セレクタほ従来のメータ′くルスレビー

タおよぴそれの入セレクタにSATT機能を付加したものであり,対

応機種(第3表)と置換えできるように実装形式をあわせた｡したが

って従来の機種の設置場所にそのままのシェルフを使用して,出入

中継線のケーブルルートは変更することなく発信セソダまでの布線

を追加するのみで,SATT装置の導入が=†能である｡なお分局とタ

ソデム局間の中継絞ほ2線式と3線式の両方の場合を考厳した｡

5.回路方式の特色

本章でほ今回のSATl'装置に用いられた新しい回路の動作につ

いて説明する｡

5･1出トランクにおけるZZZ呼とSÅTT呼の識別

ZZZ装置とSATT装置がタンデム局に集中されると,その両方

へ接続される呼が分后)の山トランクを通ることになる｡Hトランク

ほ後位の装置より送られる信号の組合わせで,そのいずれに接縦さ

れたか判別する｡

(1)口間中淋繰か3線の場(㌻

舞】1図に出トランク(A)の回路略図を示す｡まず本装置に着

信すると,Bリレーが動作し前位のスイッチを保持する｡

ZZZレビータに接続された場合ほ,後位からの度数登算パルス

でGリレーが動作すると,通話線にブリッジにMリレーの(P)巻

線がほいりMリレーが動作する｡Mリレーの(S)巻線ほBリレー

の動作で電流が流れるが,それだけでほ動作せず,(P)巻線が励磁

されて初めて動作し,いったん動作すると自己の接点で(P)巻線
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第11図 調32号S出トランク(A)回路略図
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第13図 チケソテノダトラソク人中縦線識別川路

を短絡するれ(S)巻線の励磁たけで保持するしMリレーが動作

するとGリレーの動作により,ZZZレビークより送flユされる登算

′くルスを中継し,分局の加入者度数計を動作せしめるっ

チケッテンダトランクに接続された場合は,通話終了後チケツ

テンダトランクがレコーダを捕捉し,レコーダがRT終に(十J電

池を送出し,出トランクのGリレーが動作する｡.しかしこの時

(＋)繰は断線状態にあるので,Mリレーほ動作せず,CSTリレー

が遅緩動作しST端子に地気を出して発信センダコネクタを起動

し,発信センダを捕捉する｡

すなわち後位からRT線に(＋)電池が送られてきた時,通話線

がループを作りMリレーが動作すればZZZ呼,ループがなければ

SATT呼であると判別する｡

(2)局間中継線が2線の場介

策12図にJllトランク(B)の回路略図を示す｡ZZZに着信した

場合の動rFはA-3メータ/くルスレビータの場介と同様であり.後

位よりの電流逆転でEリレーが動作し,以後(一)縦に送=される

度数登算/くルスによりGリレーが動作L,これを中継Lて分別租

のRT終に再送出する｡

チケッチソグトランクに接続された場合は,被呼加入者が応答

した時,(＋)線に(＋)電池が送Jllさ斉し Gリレー紀いてPI‾Ⅰリレ

ーが動作しSATT呼である判別をする｡応答縦認時間が締過す

ると,通話線の電流方向が逆転し,Eリレーが動作する｡紅いて

と序列で′l'S

第42巻 第10号

Bリレーの動作で半動作t.ていたFリレーが全動

作し,PIiリレーとFリレーが互に保持回路を作

り合い,かつRT線に地気を出して,発信加入者

が受話器をおろしても発信番号の検Hが終了する

まで発信回線は開放しない｡

通話が終了しチケッテンダトラソクがレコーダ

を捕捉すると,Eリレーほ復旧する｡またレコー

ダから(＋)線に(＋)電池を送附しふたたびGリレ

ーが動作する｡Gリレーの動作で発信セソダコネ

クタの起動線に地気を出し,発信セソダを捕捉す

る｡

不完了呼またはZZZ呼の場合,発信回線ほBリ

レー復旧後,Cリレー復旧中RT繰の地気を除い

て発信同線を開放し,以後後位が完全に復旧し,

Cリレーが動作するまで閉塞する｡

出トラソク(B)は後位スイッチの起動,保持は

(-)線で行い,後位よりの電流反転の前に(＋)線

に(十)電池がきた場合ほSATT呼,こない場合ほ

ZZZ呼であると判別する｡

5.2 チケッテングトランクにおける入中継線の

識別

チケッチングトランクはタンデムん如こ集中して設

置され,タンデムん1の呼も分h)の呼も向力扱い,か

つ分以よりの中継線が2線の場ナナ,3紡との場で㌻があ

るので,その三_三つの場合に止こじ,チケソテングトラ

ソクの動作が変るとともに,レコーダへその区別を

転送Lなけれほならない｡

/バロl当社が製作した方式ほ,タンデムJこ.)と分f加ま

入小継線のルートを分けて判別し,分斤.ユの中継線が

2線式か3轟ぢと式かほ,追訴線の中山に地長くがf11てい

るかどうかで判別する力式であるし 第13図にタン

デム六‾.)の識別【盲il路をカモす｡

タンデム斤.)の呼の場でナは,入線が分以の呼と別で

あり,チケッテングトランクに着信した際Aリレー

リレーか劫作し,MPリレーを動rドさせるとともに,

(1､)巻線でし-†J保持する.｡

分J‖)の呼の場f㌻ほ′rSリレーは動作しないし 被呼加入者が結こ答し

Fリレーが動作した時,Aリレーの(P)巻線を通し(＋)電池を送～l‡■

する｡この信号により出トランク(B)ほSATT呼であることを判

別する｡DリレーほFリレーの動作後100ms程度で復旧する｡こ

の時分局の出トランクがH_いランク(A)の場合は加入者電話機回路

を通してループができてMPリレーが動作し,自己保持する｡出ト

ランク(B)の場合は中点に地気が出ているのでMPリレーほ動作

しない｡

応答確認時間が終了するとPHリレーが動作し,前位が出トラン

ク(B)の場介は電流方向を逆転するが,タンデム局呼または山トラ

ンク(A)の場ノ汁ほ電流方向を逆転せLめない｡.これは逆流式登算局

において加入者度数計を誤動作させないためである｡

5.3･発信センダからレコーダヘの情報転送方式

レコーダはチケッチン∴グトランクから捕捉され,分h‾古の呼である

表示を一望けると,まず州トランクヘ発信センダ起動信号を送る｡｢H

トランクが発信セソダを捕捉すると通話綬が出トランクおよびチケ

ソテソグトランクを経由して発信セソダ,- レコーダを結ぶことにな

る｡レコーダはこの通話繰を通して,発信センダの捕捉の確認,多

周波符[j一の送川制御,再試行および矧目信号の送川とその確認を直

流信号を用いて行い,一方交流川路で多周波の伝送回路をrFる｡舞

ー 56山
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第14図 発信センダレコーダの情報転送方式

14図の関係回路図により説糾する｡

山トラソクが発信センダを捕捉し発信センダのSoリレーが動作

すると,レコーダのLリレーが動作する(JLリレーほ■1t一古抵抗であり,

この時SKリレーは動作しない｡Lリレーの動作で発信センダへの

接続を確虚し,レコーダのRCVリレーを動作させる｡RCVリレー

の動作で通話線を:池列にして,抵抗ランプRLを締た電池を送出し

発信センダのSKリレーを動作させる｡SKリレーの動作で発信セ

ンダは多周波符馴こより第1の狩り･を送ると仰与に,送信のけた切

り換え阿路を次へ進める準備をする｡レコーダほRCVリレーの動

作でRGリレーが動作し,多周波受信器の√lけJをOR～KRの信号

受信リレーで受ける｡RAリレーはRGリレーの動作で動作する〔,

OR～KRの動作を20ut Of6でチェックし,正しいことを碇諾す

るとRGリレーを復旧させるとともに,情報の蓄積およぴそのチェ

ックに移る｡OR～KRリレーは(S)巻線で恍持する｡蓄積が行われ

かつ蓄積が正しく行われたことのチェ､ソクが完了するとふたたび

RGリレーが動作する｡

一方RGリレーの復旧で発信セソダのSKリレーほ矧Rし,多周

波符号の送Hlをとめると同時にけた切り換え回路を次へ進めて,第

2番目の符号を送けiする準備をする｡多周波信号の送Hlが止み,多

周波受信器のJ土りJがなくなると,これを確認してRAリレーが復旧

する｡RAリレーの掛目で,ふたたび(一)電池を発信セソダへ送り

SKリレーを動作させて,第2滞日の符けを送別せしぎ〕る｡したが

ってレコーダの多周波受信器の｢Iけコまで第2番Ilの符号が到茄し,

巻紙が終了してRGリレーが動作するのを待つ｡RGリレーが動作

すると,ふたたびOR～KRリレーが動作して,次の符巧･のチェ､ソク

蔀前に移る｡

発信番巧･の転送が終了し,終了行一弓･を受一言すると,レコーダの

REリレーが動作し(一)縦に(＋)電池を送杜‡する｡これを受けて発

信セソダのRLSリレーが動作し,発信セソダは‖トランクのCOリ

レーの保持稚気を切り復旧させる｡LリレーはRCVリレーの復旧

で快音帥l路を切られたのちも,発信セソダより(＋)線に出ている地

妄くで仏日二.草しているが,HlトランクのCOリレーの復旧で,この他気

を断たれて矧Hする｡これで発信セソダの復旧を推認する｡

情報の転送をこ誤りがあり再試行を行う場合ほ,レコーダのTRBA

リレーが動作し発信セソダに対し,(＋)線に(＋)電池を送出する｡

r‾l‾q時にレコーダでLリレーを(一)線に接続する｡発信セソダのRQ

リレーが動作すると,(一)緑を切断しLリレーを復旧せしめる｡L

リレー町復旧で田試行信号を発信セソダが受信したことを確認す

る｡

多周波信一り･を確認力式で送Jl‡せしめることほ,伝送速度を早くで

きる特長があるが,さらにレコーダで蓄積を行っている間に,発信

セソダほ次の符杜を送り汁=ノて準備しているのでむだな時間がな

い｡また多周波信巧･の送FHを制御する直流信号を,通話株の両線を

並列にして送っているた担)(＋)(-)線間の電圧に変化なく,多周波

信号に妨円を与えないので誤動作を起すことはない｡

5.4 リードリレーの蓄積情報のチェック

レコーダにおいて,発信セソダから送られた発信番号の一部は,

リードリレーで蓄積しているのであるが,この蓄積が正しく行われ

たかどうか確認する力法として,リードリレーがメーク接点だけし

かもたないため第15図に図示する方式を採用した｡

蓄積すべき情報ほOR～KRリレーにより受信され,RRリレーで

チェックされる｡RRリレーの動作でRBリレーが動作しRGA,

RBリレーの接点を通しOFHO～OFH7リレーに情報が蓄積され

る｡リードリレーの動作に十分な時間を経てRGAリレーが復旧す

るn RGAリレーが役旧すると,OR～KRリレーほRB の接瓜,

OFtIO～OFII7リレーの動作接点を通して保持される｡したがって

ある時間を粍てRBリレーが復旧し,OR～KRリレーが復l口し,続

いてRRリレーが復旧し,次の蓄積に移るが,もし蓄積に誤りがあ

〟57叶
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第16図 抹 留 時 間 の タ イ ム チ ャ ート

リレーが復旧した時,OR､KRリレーのうちあるものが

したがってRRリレーが復I目しRQリレーが動rFして警

本方式ほ信一与･の受信リレーを用い,それが動作を続ける

ことで蓄積のチェックを行っている｡

d.1

る.各棟器の諸特性

各機器の保留時間特性

共通装置の保瑠時間はその機器の設備数を決めるものであり, 発信セソダの保留時間ほ多周波信号の送出速蛙により,またレコーダ

の保留時間はパーフォレータのさん孔速度により決められる｡

保愕時間のタイムチャートを弟1る図に示す｡多周波信けの送Hl

速度は1数f㌻:約80111S,さん孔速度は1数字当り約112msであるn

d.2 メー一夕パルスの伝送ひずみ

ZZZレビータから送J-【1された度数登算パルスほJlけランクに中継

る｡

されて分J芯の加入者度数計に送られ

る｡この時中継されたパルスを,もと

のパルスと比較した結果を弟4表にホ

す｡この結果は10ms以‾Fのひずみで

あり,度数登算パルスほ通常メーク時

間300ms,ブレーク時間200msであ

るのでほとんど問題とならない｡

占.3 チケッテングトランクのイン

/くルス計数回路

チケッテングトランクの計数世Ⅰ路は

ダイヤルインパルスの計数のほか,時

数の計数にも用いるので消費電力の少

ないことが望ましい｡計数リレーのコ

イル抵抗を高くするとともに,リレー

動作後は直列に抵抗をそう入すること

により,消費電ノ+の減少を計った｡計

数口帽各の動作限界を弟17図に示す｡

る.4 出トランク(8)の動作限界

～】lトランク(B)のCポジショソリレ

ーほ,(S)巻線が短絡されない状態で

ほ,復旧時間が35～70msであり,前

位スイッチの瞬間開放の時間を与え

また(S)巻線が短絡された場合ほ復旧時間がのびて,Cポジシ

ヨンリレーとして,一連のダイヤルイン/くルス中動作を継続する｡

瞬間開放の時間は機番1は70ms,機番2ほ51msであり,Cリレ

ーの動作限界は弟18図に示す｡

7.結 R

以上,凋32-ぢ･SATT式課金装置の概要とその特長について述べ

第4表 登 算 パ ル ス の 中 継 ひ ず み

測定値メータ時間のひずみ
機 種

調32弓･Srtiトランク(A〕

調32号S出トラソク(B)

調32号 S セ レク タ
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局開中継線抵抗(Q)

RT線 600

片 線 600

機 番 1

-9ms

-2

-7

機 番

-8ms

-3

-8
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第17岡 チケッテングトランクイソパルス計数回路の特作

てきたが,各装置について経済･lイヒとともに,安全怖が十分考慮して

設計されているため,東京市外局における商用試験においても,安

定な動作を行い,今後十分実用に供しうることがわかった｡

木方式の約長としては発信番i;･の通話後検山,チケッチングトラ

ンクのタンデム招集小,巾武行機能,ZZZ装置との併設,各装置の

′ト形化,総折化があげられる｡

日本電信電話公引二においてはi訂月32り･SATT式課金装置の試作を

満として,現れ三SATTの名称が,アメリカにおいて現用に伏されて

いるSATTノブ式の快放でほなくわが担l独白の構想により実用化を

行ったものであること,またA形のみならず,H形交換機にも実施

可能な方式であることより,Strowgerの頭文字を用いることi･よ不

適当であるので,TTTカ式(TollTariff Ticketing市外料金‖動

記録装置)と改称され,さらに検討を進められている｡

TTT方式の今後の問起点として,ZZZ装‾躍との関連作,CAMA

実用新案弟502848号
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第18同 州ト ラ ンク(B)の動作限界

方式との関連性,また装i葺のいっそうの経済化などがあげられるが,

こjtらについては日本電信電話公社のご指導により,引続き検討を

進めて行きたい｡

最後に,本装置試作に際し終始ご懇篤なご指噂をいただいた日本

電信電箭公社施設仁J〕≡間氏,技師長各_卜遠野氏,荒木代,計何局田

場付こ偉くお礼巾しノあげるとともに,ご指導をいただいた日立隼竺作

所ノ‾‾了塚工場の上1-りのカ々,ならびにご協力くださった関係符r故に深

く感謝の意を表する｡
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新 案 の 紹 介

ク レ ー ン の ブ ー ム 巻 上 制 限 装 置

ブームの起しが危険な角度になると茶郡に設置した接触棒がブー

ムで押される｡この接触棒は二木のロッドを介して僻仰ドラムのラ

チェットをはずし,同時にブームハンドルを上げの仲.臣から｢ll謀の

位置にもどす｡

ブームハンドルが中立の位匠にもどるとクラッチがはずれてブレ

ーキがかかり.傭仰ドラムの停l卜によってブームの過巻が防【Lされ
る｡▲

ブーム/､ソドルを下げの位匠に動かせばブレーキがゆるみ,ブー

ムは口重で倒れて過巻状態から脱出する｡

ブームが過巻によって件Jヒするとき,二木のロッドの一方には差

動用のギャップSが設けてあるので,ブームを支持するラチェット

は常に最先にはずされるから,ブームの巻_1二様作を行わずただちiこ

下げの操作に入ることができる｡

この装置は栴造が比較的簡単で動作も確実であるところから,

現在UlO6形万能掘削機のブーム巻上制限装置として使用されてい

る｡ (烏塚)
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